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◎ ヤマザキマザック美術館 「ロイヤルコペンハーゲンのアール・ヌーヴォー展」  
～塩川コレクション「動物たちのフィギャリン」と、120 年前の花瓶の「蓋の復元」を中心に～ 

ヤマザキマザック美術館 学芸員 坂上 しのぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤマザキマザック美術館では、4 月 20 日から 8 月 25 日まで「ロイヤルコペンハーゲンのアール・ヌーヴ

ォー」展を開催しています。展覧会では、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて欧米で流行したアール・ヌー

ヴォーの時代に、デンマークから世界に向けて発信された釉下彩の作品を紹介しています。特に展示の主

役であるいきものの姿をかたどった磁器作品「フィギャリン」は、ミルキーな釉下彩の風合いと動物たちのか

わいさが相まって、ロイヤル コペンハーゲンならではの魅力を放っています。 

Ⅰ．展覧会 ・・・ 3 つの場面より構成  

1.心地よい親近感あふれる美 ロイヤル コペンハーゲン 
2.もうひとつの釉下彩 ビング オー グレンダール 
3.デンマーク王室の特別注文 鷺のサービス 

1.心地よい親近感あふれる美 ロイヤル コペンハーゲン 

ロイヤルコペンハーゲンは 1775 年に創立されました。1882 年、社

長に就任した建築家のフィリップ・シャウは、「産業と芸術の融合」を理

想に掲げ、建築家で画家のアーノルド・クローを美術監督に採用しま

した。クローは色と釉薬に改善を施し、ロイヤル コペンハーゲン独特

の美しい釉下彩を完成。おっとりした柔和な表情を放つ佳品を世に送

り出しました。 
 
 

2.もうひとつの釉下彩 ビング オー グレンダール 

デンマークにはアール・ヌーヴォーの時代に世界的に注目された窯がもう

ひとつありました。1853 年に創立したビング オー グレンダール陶磁器工

房です。1885 年に芸術監督に就任したピエトロ・クローンは、動植物のフォ

ルムを取り入れた自然主義を展開し、日本の芸術様式なども参考にした作

品を次々に発表しました。釉下彩は技術的な難易度が高いため、当時はロ

イヤル コペンハーゲンとビング オー グレンダールの 2 社にしか生産出来

ないものでした。 

アーノルド・クロー《釉下彩 2 匹のウサギ置物》 1903～1908 年 

インゲボー・プロクロス・イルミンガ《釉下彩二匹の猿置物》 1902～1948 年 
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3.世界でたった 3 つしかないうちの一つ デンマーク王室の特別注文 鷺のサービス 

ビング オー グレンダールの芸術監督ピエトロ・クローンの代表

作「鷺のサービス」のセンターピースです。24 人用のディナーサー

ビスのセンターに飾るためにつくられました。1887 年に制作された

最初のセンターピースは、1888 年にコペンハーゲンで開催された

スカンジナビア展覧会と、1889 年のパリ万国博覧会で、ビング オ

ー グレンダールの展示コーナーの中心に置かれました。最後のオ

ーダーは、1915 年にクリスチャン・ボーの王宮がオーダーして一式

揃えた時であろうといわれています。これはそのときに王宮に納品

されたもので、世界にたった 3 つしかないうちのひとつとされていま

す。満開の花に鷺の姿を合わせた豪華なデザイン、洗練された色

彩のハーモニー。世界中の人々を魅了し続ける貴重な逸品です。 
 

 

 

 

  
 

アール・ヌーヴォー時代の家具やガラスとあわせて展示することで、19 世紀末にタイムスリップしたような

気持ちで作品をご覧いただけるよう趣向を凝らしています。展示作品はすべて撮影自由です。 

ピエトロ・クローン《釉下彩鷺センターピース》 1902～1914 年 

展示会場の様子 
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Ⅱ．特集 ： 120 年前の花瓶の「蓋の復元」  

皆様にはおそらく馴染み深い（のではないかと思われます）塩川博義氏所蔵の北欧磁器コレクションの

展示で、そのなかから、今回はとくに「ビング オー グレンダール《釉下彩一夜茸花瓶》」に焦点をあてたコ

ーナーを設けました。きっかけは塩川氏が見せてくださった 1897 年開催「北欧ストックホルム展覧会」につ

いて論じたドイツ語文献で、掲載されている写真を見て、「これだ！」と思ったのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでは左図のように蓋がない姿が「正式」だと思っていたのですが、当時は蓋がつけられていたこと

がこの文献の“発見”でわかりました。そして本来の「あるべき姿」を取り戻してみたいと思いました。 
蓋の復元には、長年にわたって釉下彩を研究しておられる陶器師の高木典利氏の手を借りる他は思いつ

きませんでした。花瓶の下方から上方に向かって、淡いブルーから若干黄色みを帯びた薄いピンクへとつ

ながっていく微妙な色彩の移り変わりは、釉下彩だからこその美しさなのです。 
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ところでこの“花瓶”（蓋がついていたので“花瓶”と呼び続けてよいかどうか疑問）ですが、見た目の大き

さ（H15.8cm W17.0cm D16.9cm）にくらべて 1,752 グラムと非常に重いです。なぜこんなに重いのか。  

高木氏が「陶器師の性（さが）」で花瓶の口から手をつっこんだところその秘密がわかりました。花瓶の外側

一面に一夜茸を貼り付けるために、当時の作者は壺の口から手を入れて、内側から外側に向かってグーッ

と押してふくらみをつくっていたのです。その上にぺたぺたと茸の傘を貼り付けていくことで、全体の厚みが

均等になり、焼いたときに一夜茸が落ちてこない、という仕組みなのです。壺の内側から押していくときに、

生地が薄いと破けてしまうので、結果として重い花瓶になった、というわけです。 
 

 

 

↓120 年前の作り方を踏襲して高木氏がつくったオリジナルの一夜茸花瓶↓ 
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「小さな蓋」の復元、と軽く考えがち（なのは私だけでしょうか）なのですが、この蓋を再びつくるためには、

まず最初に「花瓶全体の実寸法」を測って「（蓋を含めた）焼き上がりの断面図」を描き、そこから「生寸法を

割り出す」必要があります。生寸法とは、粘土でつくった「焼く前の大きさ」をいいます。 

  

左図が「花瓶全体の実寸法」を測って描いた「焼き上がりの断面図」です。花瓶の大きさを正確に図り、

壺の口にかぶせる（焼き上がりの）蓋の大きさを算出しています。なぜこのような面倒な計算をしなければな

らないかというと、陶磁器（粘土）というものは焼くと 1.1 倍ほど縮んでしまうからで、その 1.1 倍というのが、

実際はどれくらいになるのか「正確な収縮率」を調べないで適当に粘土で形作って焼いてしまうと、口に蓋

が収まらないなどのトラブルが出るからです。小さな壺の口にちょうどあう蓋をつくるために、こんなことまで

しなければならないのか…と頭が下がる思いがしました。「正確な収縮率」は粘土で定規のようなものをつく

り、実際につかう窯で焼いてみればわかります。焼く前に 1cm だったのが、どれだけ縮んだか、それを見れ

ば算出できるのです。今回の収縮率は 1.136 だったということで、約 1.14 として生寸法をはじきだしました。 



6     JAPPI NEWSLETTER  June 2019 

粘土を窯で焼いて素焼きにした蓋に今度は色をかけていきます。釉下彩の特徴はなんといってもやわら

かな色合いのグラデーションですから、「吹き付け」で色を施していく必要があります。今回は蓋の復元です

から、花瓶本体のような青からピンクへとつらなる色の変化をあらわす必要はありませんが、蓋のかたちその

ものになっている「茸の傘」のヒダの部分に溜まった色と薄がけ部分の色が、もともとある花瓶と調和しないと

いけません。どの色をどんなふうに着色していけばよいのか、筆がよいのかエアガンがよいのか、どれくらい

の濃さ薄さがよいのか、窯のクセ、窯のどこに置くのがよいのかなど、合計 5～6 回の試験が繰り返されまし

た。色付けしたときと、実際に窯で焼きあげた時とでは色が違うので、写真のように何パターンものテストピ

ースをつくり、それを毎回 1,300 度で焼いてみる必要があるのです。 

 
できあがりです。手間のかかる仕事の積み重ねがあってこそ、

美しい出来上がり／仕上がりがあるのだということを、今回の復

元を勉強してしみじみ実感しました。ここにいろいろ書いてきま

したが、これでもかなりの部分を端折っています。 
それと今回は 1,300 度で焼いたわけですが、当時のロイヤ

ル コペンハーゲンの記録には 1,435 度で焼いたとあります。

高木氏いわく、窯のなかは場所によって 100～200 度くらいの

差がでてくるそうですから、1,435 度というのは、あまりにも高す

ぎる、というか、一番高温の場所で計ったのではないか？との

こと。本当は何度だったのか、正確に知るには、当時つくられ

ていたものをもう一度焼いてみればわかるということでした。 
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いまのガス窯はどの場所に置いても温度が大抵は一定なので、焼いてみて何度で色が変わるのか、何度

でかたちが変わるのか、見ればわかるそうです。いつか試してみたいものです！1,435 度で焼いたという記

録が訂正される日が来るのかもしれません・・・。 

 

今回修復を引き受けてくださった高木典利氏（1949 年生まれ）は高校 3 年生のときに西浦焼に出会い

その魅力にとりつかれたそうです。西浦焼は、明治時代に多治見で発展した焼き物のひとつで、19 世紀末

ころから釉下彩による絵付けが主流となりました。実際には 1899 年から 1911 年の間のたった 12 年間の

み釉下彩の生産を行っていたそうですが、名古屋や横浜、海外ではボストンに商店を持ち、1889 年パリ万

博で銅賞、1904 年セントルイス万博で金賞、1909 年アラスカ・ユーコン太平洋博で名誉大賞を受賞する

など隆盛を誇りました。けれども高木氏が西浦焼の再興に取り組んだときには西浦焼をつくる職人はひとり

も残っていなかったそうです。時代が変わり、要求されるものが変わると、あっという間に技術が衰退してなく

なっていってしまうし、また、新しい技術が出て来ると古い技術は淘汰されていく・・・陶磁器産業は、そうし

た盛衰が非常に激しい業界なのだそうです。 
 

過日 5 月 5 日には、「ビング オー グレンダー

ル一夜茸壺の復元を試みる」と題して講演下さ

いました。つくり手ならではの話にどんどん引き

込まれていきました。後半はいつもお仕事でつ

かわれているロクロをまわして、実演してみせて

くださいました。明治の技術はなくなっていくかも

しれませんが、高木氏を通して知った知識はロク

ロの光景とともにわたしたちの目に焼き付いて経

験にかわりました。心にずっと残っていくであろう

一日になりました。 
 


